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今年８月､ スペインの首都マドリードでヨーロッパ神
経学会が開催されポスター発表をしてきました｡ 演題は､
｢日本における周期性四肢麻痺の遺伝子解析｣ です｡ 私
は鳥取大学脳神経内科にいたころから周期性四肢麻痺の
遺伝子診断を担当しており､ 当院でも遺伝子解析を行っ
ています｡ お陰さまで全国から年に数例の遺伝子検査の
ご依頼をいただいています｡ (今年４月から保険適応検
査項目に入りましたので､ 今後は､ ご依頼が増えるので
はないかと思っています｡) 周期性四肢麻痺は､ 多くは
小児期より発症する発作性に四肢脱力を来す疾患です｡
特に足に力が入りにくくなって､ 場合によっては立ち上
がったり歩いたりすることもできなくなります｡ 発作時
に血液中カリウムが低下することが多く､ この場合はカ
リウムを補充することにより症状は改善します｡ 過食が
発作の引き金になることもあり､ 正しく診断することに
より発作の予防や早期治療が可能になります｡ 逆に発作

中にカリウムが上昇する場合もあり､ この場合は､ カリ
ウムを下げるような治療を行います､ 周期性四肢麻痺の
原因はカルシウムチャンネル遺伝子異常のことが多く､
私もこの遺伝子の変異をシークエンサーという装置を使っ

て調べています｡ この他､ ナトリウムチャンネルやカリ
ウムチャンネルの異常により発作がおこることもあり､
これらについても当院で調べています｡ 今まで20家系近
く検査しましたが､ 約半数で遺伝子異常がみつかり確定
診断ができています｡ 患者様でのみ遺伝子異常がみつか
り､ ご両親は異常がない､ いわゆる突然変異も２名みつ
かり､ ご家族に同じような症状がなくても遺伝子診断を
する価値があることもわかりました｡ 今回は国際学会で
すから欧米との比較も行いましたが､ 遺伝子異常が見つ
かる割合や主な遺伝子変異も欧米と変らないという結果
でした｡

今回は､ 筋疾患の講演を主に聴きました｡ 筋強直性ジ
ストロフィーは日本でも多い病気ですが､ 筋ジストロフィー
Ⅱ型は稀な病気です｡ 稀な病気については､ 特にこのよ

うな国際学会
でビデオなど
の講演を見聞
きすることに
より患者様の
症状を把握す
ることができ
ます｡ このこ
とも国際学会
に参加する意
義の一つと考
えています｡

当院では筋強直性ジストロフィーの遺伝子診断も可能で
すが､ このⅡ型の遺伝子診断もできるように準備を進め
ています｡

今回の学会中に丁度サッカーのスペイン王者を決める
スペイン・スーパーカップがレアル・マドリードの本拠
地であるサンチャゴ・ベルナベウ・サッカー競技場で開
催されました｡ 試合開始が午後11時だったので, 学会発
表のあと観戦にいきました｡ ２名もの退場者を出しなが
らも､ 熱狂的な観客の応援に後押しされて､ レアル・マ
ドリードが優勝しました｡ 真夏のスペインは昼間37℃く
らいになることもありとても暑かったですが､ この夜の
サンチャゴ・ベルナベウも熱かったです｡ 翌日は､ すこ
し足をのばし灼熱のアンダルシアの地､ グラナダのアル
ハンブラ宮殿にいってきました｡ イスラム文化の緻密な
装飾と至る所に流れている水路や噴水が､ からからに乾
いた灼熱の広大な大地のなかで ｢オアシスのお城｣ といっ
た雰囲気でした｡ 帰りの列車のなかで､ いつまでも続く
広大な乾燥したオリーブ畑と､ ドン・キホーテが戦いを
いどんだ風車を遠くに観ながらマドリードに帰りました｡
村治佳織の ｢アルハンブラの想い出｣ を携帯音楽プレー
ヤーで聴きながら・・・・
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さる９月13日に益田
市の島根県芸術文化セ
ンター ｢グラントワ｣
にて開催された医療マ
ネジメント学会島根地
方会に､ �島院長をは
じめ医師・看護師・事
務員の総勢十数名で参
加いたしました｡ 医療

マネジメント学会島根地方会は毎年１回､ 松江・出雲・
益田の３都市を中心として開催される学会で､ 安全で安
心できる医療の
実践と効率的な
医療施設運営を
目的として設立
されています｡

今回我々は､
朝６時半に松江
病院を出発し､
約４時間の時間
をかけて益田市
の ｢グラントワ｣ を目指しました｡ (集合時間に遅刻して
院長に怒られていた人がいましたが､ 何を隠そう僕であっ
たということはなるべく他の方には内緒でお願いします｡)
午前中は特別講演に一般講演､ 午後はポスターセッショ

ンにシンポジウムというプログラムでした｡ 当院からは､
ポスターセッションに目次医長､ 永田副看護師長､ 青山
看護師の３方が参加されました｡
永田副看護師長は肺結核クリニカルパス逸脱患者さま

への説明の在り
方について発表
されました｡ こ
こでいうクリニ
カルパスとは診
療計画書のこと
です｡ 患者さま
の治療に対する
不安などのメン
タル面を医師・

看護師が協力し合い支えていくためには今後どのように
クリニカルパスを運用していくべきかを検討されていま
した｡ 非常にわかりやすく患者さまの立場に立った看護
師ならではの視点だと感じました｡
青山看護師は胸部手術クリニカルパスのバリアンス分

析について発表されました｡ ここでいうバリアンス分析
とはクリニカルパスの予定からはずれた要因について分
析することです｡ 当院では2005年より､ 術前・術中・術
後を１本化した
胸部手術用のク
リニカルパスを
採用しています
が､ そのパスに
ついてバリアン
ス分析が施行さ
れたのは今回が
初めてです｡ こ
の研究によって､
さらに効率的に医療を施行でき､ ひいては患者さまの利
益につながると感じました｡

目次医長は当院における胸腔鏡下肺葉切除パスのバリ
アンス分析について発表されました｡ バリアンスとして
はドレーン抜去日と退院日に集中していました｡ ドレー

ン抜去日のバリ
アンスについて
は経過良好にて
抜去を早めたポ
ジティブバリア
ンスがほとんど
でした｡ また退
院日のバリアン
スについては患

者様本人の希望によるものがほとんどでした｡ 今回のバ
リアンス解析では医療者側による要因は少なく､ クリニ
カルパスが効果的に機能していることが証明されました｡
僕自身も当院の外科に勤務させていただいており､ 非常
に嬉しく感じました｡

当院以外の発表者の方の発表も興味深いものが数多く
あり､ 本当に勉強になった一日でした｡ 地域連携､ 患者
さまのことを第一に考えたパスの在り方､ 医療崩壊を防
ぐためには…等々｡

僕自身も地域医療に
携わる者の一人として
身の引き締まる思いが
した一日でした｡(帰り
の車でも､僕が時間にルー
ズなところを院長に叱
られてしまっていたの
は内緒でお願いします｡)
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医療安全管理室 医療安全管理係長 石
いし

川
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和
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７月31日夕方の17時45分から全職員を対象に医療安
全管理研修会を開催し､ 65名の参加者がありました｡
今年度は国立病院機構全体で取り組んでいる ｢転倒・
転落事故防止に向けて｣ の内容をまず説明し､ その次
に薬剤によるリスクとベッド周囲の環境調節について
の講習会を開催しました｡ 自宅から病院への入院生活
に変わり､ 年齢を問わず､ 誰でもが転倒する可能性が
あるということを職員一同再認識する機会としました｡

①転倒・転落事故防止プロジェクトについて
・転倒転落事故は医療事故全体の約30％を占めて
いる｡ 今後２年間で転倒転落事故発生率の半減
を目指す｡ そのために､ 入院時アセスメントシー
トを実施して個々の患者様に応じた防止策を取
り入れていく｡

・このアセスメントシートは全国統一したシート
であり､ データを収集し今後に活かしていく｡

当院のマニュアルも作成し､ 今後転倒転落防止の取
り組みに力を入れていきたいと考えています｡

②錦織薬剤師より､ 薬剤による転倒転落のリスクに

ついて
・転倒転落に注意を要する薬物､ 特に睡眠薬・抗

精神薬・抗パーキンソン薬等
・多剤併用による影響も転倒リスクが増加する｡
・薬剤の適正使用が必要であり､ 医療スタッフが

患者と共にリスクを認識する事が大切
今回作成したマニュアルにも載せていますが､ 転倒

転落に影響しやすい薬剤リスト (当院採用薬品には色)
を活用し､ 作用や副作用を把握することも転倒・転落
リスク低減のポイントだと考えます｡

③今井理学療法士よりベッド周囲の環境調節について
・ポータブルトイレを安全に使用するためには､

移乗動作を観察し適切なポータブルトイレの選
択が大切｡ 麻痺等があれば設置場所にも配慮が
必要である｡

・ベッドの高さやマットレスの硬さの確認をする｡
入院された時点で環境が一番大切であり､ 現場での

意見交換を行うことが転倒・転落事故防止につながる
と提案されました｡

転倒転落事故は医療者側がどんなに頑張っても０％
になることは難しいと考えます｡

だからといって行動制限をすすめることは良くあり
ません｡ 患者様やご家族と一緒に転倒転落のリスクを
認識し､ 予防策を考えて､ 万一発生した場合であって
も少しでも軽傷ですむよう取り組んでいきたいと思い
ます｡

10月より転倒・転落防止チームをつくり､ 院内ラウ
ンドを行い転倒・転落事故防止活動を進めていく予定
です｡ 全職員のみなさまのご理解をいただき､ 一丸と
なって事故のない医療現場づくりに取り組みたいもの
です｡
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９月13日 (土) に徳島市で開催された看護研究学会
に参加させていただきました｡ 今年は当院からは４題
の発表を行いました｡ 内容は下記に記載していますの
でご覧ください｡ 発表には活発な質問があり､ 内容の
あるプレゼンテーションが出来たと思います｡

徳島市までの旅程は各病棟それぞれでしたが､ 当日
はプログラムを見ながら､ 当院の発表会場に応援に行
き､ 関心のある発表があれば分担して聞くなど､ それ
ぞれが積極的に行動していました｡
特別講演は ｢看護師の手からぬくもりを伝えたい｣

と題して､ 日本赤十字看護大学学部長の川島みどり先
生が講演をされ､ 過密､ 高速回転の看護現場とＩＴ化
で､ ｢看護師が患者様の身体に触れなくなったのでは
ないか｣ という問題提起をされ､ 今だからこそ､ ｢看
護の原点への回帰を｣ と､ 経験談を交えながらお話し
されました｡ また､ 年齢を感じさせない稟としたその
姿にも学ばせていただきました｡
私たち東１病棟組は12日と13日宿泊し､ 徳島の食と

地酒を学び､ 13日眉山で行われた地元のお月見行事に

も参加､ 阿波踊りの歴史や踊り方の変遷などを実演で
見る事ができました｡ あいにく途中で雨になり､ お月
見にはなりませんでしたが…｡ 14日は天候も回復し､
渦潮を見に行き､ 事前にインターネットで調べておい
た､ 一番潮目の良い時間の船に乗ることができました｡
色々学べた徳島の学会でした｡ 来年は山口県で開催予
定とのことです｡
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去る９月６日～７日､ 日本筋ジストロフィー協会島

根県支部主催で筋ジストロフィー在宅患者さんの療育

キャンプがあり､ 松江病院からも医師２名・看護師１

名・理学療法士１名・療育指導室４名が協力参加しま

した｡ このキャンプも今年で34回目となり毎年在宅患

者さんは楽しみにしておられるようです｡

６日のお昼に訓練センターを出発｡ 出雲大社で現地

集合組と合流し､ まずは古代出雲歴史博物館を見学し､

出雲大社周辺散策で出雲の古代文化に触れることから

はじまりました｡ 夕方宿舎の ｢ウエルシティー島根｣

へ入り､ 鳥取大学脳神経小児科教授大野耕策先生の

｢筋肉の病気と治療｣ と題する講演を拝聴しました｡

患者さんから疾患の治療に関する熱心な質疑があり､

大野教授からは最新の治療と今後の展望について丁寧

にお答えをいただきました｡ その後患者さんの入浴､

そして一番の楽しみであります夜の懇親会です｡ 患者

さん一人一人の近況等を聞きながら､ 私たちが思う以

上に患者さんにとってこのキャンプは患者さん同士が

顔を合わせられる､ 年に一回の楽しみで､ お互いに元

気をもらえる大切なモノなのだな､ と改めて感じまし

た｡ またそれ以上に私たちスタッフも患者さんから大

きな大きなパワーをもらえる瞬間でもあるような気が

します｡ 患者さんやボランティアさんの歌あり芸あり

で宴も大いに盛り上がってお開きとなりました｡ その

後はそれぞれに過ごしましたが､ 有志で一つの部屋に

集まり､ 患者さんとスタッフの枠を取り払っての二次

会では､ 普段の病院の診察室であればとても聞かれな

い本音トークが炸裂し､ これこそ医療に携わる私たち

にとって､ とても貴重な患者さんの生の声だと思いま

した｡ 夜も更けるのを忘れて語り合え､ とても意味の

ある時間を過ごせたと思います｡

翌７日はあいにくの雨模様となりましたが皆さん元

気に (語り明かし飲み明かし (？) て寝不足な人が何

人かいましたが…) 出発！ ｢出雲そば庄たまき｣ “そ

ば道場”に行きそば打ち体験をしました｡ はじめは車

いすの患者さんにそば打ちが出来るかどうか心配して

いましたが､ 皆さんそんな心配なんのそので払拭して

くださいました｡ 粉に触りコネコネ麺棒で巻いては打

ち巻いては打ちを繰り返し一時間後にはそば打ち完了｡

そして打ちたて茹でたてのそばを昼食にいただきまし

た｡ 太さもいろいろ形もいろいろでしたがとてもおい

しいそばに皆さんに満足していただけたようです｡ そ

してこの場で閉会…｡ ｢来年もまた元気でお会いしま

しょう｣ を合い言葉に解散となりました｡

在宅患者さんにとって､ なくてはならないこのキャ

ンプを今後とも末永く続けなければいけないと再認識

し､ また子供さん世代の患者さんの参加も多くなれば

いいなと感じた二日間でした｡
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筋ジストロフィー病棟の患者さん６名が就労支援の

一環として活動している､ Ｔシャツ製作グループ

｢EAST５FACTORY｣｡ ベッド離床が困難な患者さん

を含めたメンバーが､ パソコンのイラスト制作ソフト

を駆使してＴシャツのデザインを行っています｡ 今回

ご紹介するのは､ 平成19年１月からこの活動に参加し

ていただいているボランティア､ 長谷川明さん､ 松浦

慶二さんのお二人です｡ 患者さんの作成したデザイン

をＴシャツにプリントする作業をお願いしており､ ア

イロンプリント用紙をアイロンでＴシャツに転写した

り､ プロも使っているシルクスクリーンを使った印刷

の作業をしていただいております｡ ボランティアを始

められてもうすぐ１年と11�月｡ Ｔシャツ作りは初め

てだったお二人ですが､ 患者さんメンバーと試行錯誤

を繰り返しながら作業をされていて､ 今では患者さん

のデザインを見るとすぐに､ ｢どのように表現すれば

良い物にできあがるのか｣ と作業工程をイメージして

おられます｡

患者さんメンバーとの楽しい時間の中で､ 今ではプ

ロ級の技術です｡ お二人はこれからの抱負を次のよう

に語っておられます｡

｢若い人たちといい作品をつくって一緒に喜びたい｣

｢私たちが忙しくてかなわないほど注文が来る日を楽

しみにしています｣

これからも皆さんの熱い情熱､ 熱い活動で､ 熱い作

品を作り続けていただけると信じております｡
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ご縁がありまして松江開府400年という記念すべき
年に四国の徳島より転勤してまいりました､ 村上と申
します｡ (と言ってもすでに１年半が経過しています
が…) 遅ればせながら宜しくお願いいたします｡

山陰地方は海の幸､ 山の幸に恵まれていて休日には
観光と自己研鑽を兼ねて食べ歩きをしています｡ なか
でも ｢出雲そば｣ はどの店で食べても美味しく､ いつ
も楽しみにしております｡
さて､ 今回は徳島の郷土料理で､ そばを使用した少

し変わった料理､ ｢そば米雑炊｣ をご紹介したいと思
います｡ その昔､ 平家の落人が都を偲んでつくったこ
とから始まったと云われておりまして､ そばの実から
皮を取り除いた ｢そば米｣ を粒のまま使用することに

よりプチプチとした独特の食感が味わえる一品であり
ます (写真参照)｡ そば好きの面々でもあまり食され
た方はおられな
いと思い､ 紹介
いたしました｡
この ｢そば米｣
は通信販売など
で比較的簡単に
入手できますの
で興味をもたれ
た方はぜひ挑戦
してみて下さい｡
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平成20年９月24日(水)､ 晴れわたる秋空の下､ 新病棟の建設に先立ち工事の安全を祈願するため､ 職員､
関係者列席のもと地鎮祭が行われました｡ 地元神社である野代神社の神主さんにより粛々と神事が執り行わ
れました｡

まず修祓(お祓い)から始まり､ 降神､ 献饌､ 祝詞奉上､ 清祓､ 地鎮行事(刈初めの義・穿初めの義・斎主
鎮物埋納の義・鎮物鎮定の義)､ 玉串奉奠､ 徹饌､ 昇神と執り行われ､ 工事の安全を祈り最後は御神酒(中身
はジュースです｡ )で乾杯いたしました｡ その後院長の挨拶があり､ 全て滞りなく終了しました｡

今後実際に工事が始まるわけですが､ 安全対策には万全を期し工事を進めていきたいと思います｡ 職員の
方々にも何かとご協力を願うこととなりますが､ 来年の建物完成までよろしくお願いいたします｡
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全国の国立病院機構施設を対象に､ 平成20年度診療
報酬研修会が同じ内容で行われ､ 私は､ 平成20年７月
18日に中国四国ブロック事務所 (中国会場) にて研修
を受講しました｡
その時の伝達講習及び算定漏れ対策等についての院

内勉強会を平成20年８月25日に会議室で行いました｡
(参加41名) 伝達講習については､ レセプトチェック
における積極的な考え方､ 現場と医事との間の情報伝
達の重要性､ そして点数改正における注意事項等を伝
達しました｡ 特に､ 医事職員の診療報酬に関する意識
の持ち方や現場との情報伝達については､ しっかり説

明できたと思っています｡
算定漏れ対策については､ 現在､ 医事で行っている

算定漏れのチェックの方法や現場との連絡状況を､ 実
際に担当している委託業者の方に説明していただき､
病棟等現場での請求漏れ対策の参考としてもらうと共
に､ 医事と現場との協力体制の強化をお願いしました｡

診療報酬点数については､ 病院経営の礎になるもの
であって､ 大変重要な事柄ですが､ 度々変更されるも
のでもあるので､ 日頃からの勉強が重要で､ 今後も毎
日の業務をこなしながら勉強を重ね､ 機会を作って院
内の研修会を開いて行きたいと思います｡
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秋晴れの10月５日｡ 毎年恒例の東病棟文化祭 ｢きら

めきｉｎイースト｣ が開催されました｡ 来年は病棟建

て替えのため ｢きらめきｉｎイースト (東病棟)｣ と

しては最後となります｡ 患者さん､ ご家族､ 関係者､

50名ほどのボランティアの皆さん､ 地域の方々等総勢

600名余が来場されました｡ 日頃の活動の紹介や患者

さんが１年間一生懸命製作された七宝焼などの ｢作品

展示｣､ ｢即売｣､ ご家族の協力による ｢模擬店｣､ そし

て松江市東本町にあるカクテルバー ｢山小舎｣ さんの

ご厚意による ｢ノンアルコールカクテルバー｣ など､

盛りだくさんの内容を楽しんでいただけたと思います｡

さらに､ 午後からは松江市で活動されている ｢都山流

尺八｣ の皆さん､ 米子市を本拠地として活動されてい

るゴスペルグループ ｢ゴスペルオーブ｣ の皆さんが計

14曲を披露してくださいました｡ 日頃観たり聴いたり

することができない２つのグループの公演に､ 患者さ

んを始め､ ご家族､ 関係者､ 地域の方､ 多くのボラン

ティアの方々が感激しておられました｡ ゴスペルオー

ブさんからは ｢本当に楽しかったです♪♪松江病院は

笑顔が沢山あって楽しい♪また､ お邪魔したいと思っ

ています｣ とのご感想を頂きました｡

病棟で訪問カクテルバーを体験していただいた患者

さんは､ ｢山小舎さん､ ますますかっこよくなられて

会うだけで緊張して毛穴が開いて汗がブワーッと出て…､

とにかくかっこよかった～～｡ カクテルも工夫して

｢見る用｣ と ｢口に入れる用｣ と作ってくださってと

ても嬉しかったです｡ すごく感謝してます｡｣ と本当

にうれしそうな表情で語ってくださいました｡ 来年は

病棟新築後初の文化祭｡ 今年のパワーを上回る内容を

今から検討しようと思っています｡ やはりみんなが集

う行事は最高！
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療育指導室 水泳指導員 小
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７月26日 (土)､ 27日(日)の両日､ 当院のプールを

利用して､ ｢平成20年度中国地区筋ジストロフィー患

児と家族のための療育研修会 (水泳指導)｣ (日本筋ジ

ストロフィー協会中国地方本部主催) が開催されまし

た｡ 今年は昨年より参加者も多く､ 中国各県より､ ３

歳から15歳までの患児９名とそのご家族が参加｡ 当院

からは医師､ 看護師､ 理学療法士､ 療育指導室スタッ

フの各職種17名がスタッフとして参加し指導や助言を

行いました｡ 併せて今年は､ 広島西医療センターより

研修のため参加された児童指導員・保育士の方々６名

にも加わっていただき､ 総勢60名で賑やかに始まりま

した｡
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初日は開会式の後､ 外来診察を経て親子・スタッフ

と共に ｢ハロウイック水泳法｣ による水泳指導を行い

ました｡ ｢ハロウイック水泳法｣ は､ 浮き具を使用せ

ず､ マンツーマンでゲームプログラムを中心に楽しむ

ことを重視します｡ 楽しみながら､ いかに最小限の適

切な補助でリラックスして体を動かすことができるか､

というものです｡ 水泳は､ 呼吸機能に対するリハビリ

テーションにも役立つということで､ 参加者の方々か

らも｢地域に帰ってもプール活動を続けていきたい｡｣

と､ うれしい感想が寄せられました｡

プール後には､ 保護者を対象に小児科医師､ 理学療

法士､ 看護師による ｢在宅ケアのこつ｣ と題した研修

会も開かれました｡ 成長期の子ども達に対する医療や

リハビリのポイントについて分かりやすく説明すると

共に個別相談にも応じました｡

夜は､ 参加者全員による手作りの夕食会で交流を深

めました｡ 保護者やスタッフとの意見交換では､ 在宅

生活の悩みなども多く聞かれ､ ご家族同士の連携も広

がり大変有意義な時間を過ごすことができました｡ ま

た子供たちも体育館でゲームをしたり､ 院内を探検す

るなど､ レクリエーションでおおいに楽しみました｡

翌日の午前中にもう一度水泳指導を行い､ 無事日程

を終えることができました｡ 参加者の皆様からは ｢来

年度も参加したい｡｣ という声も聞かれ､ 充実した研

修会となりました｡

今後とも､ 筋ジストロフィーの専門医療機関として､

広島西医療センターとも連携をとりながら､ 在宅支援

を充実していきたいと思います｡
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９月17日に､ 養護老人ホーム浩生寮の敬老のお祝

いの会に招かれ､ 11人の子ども達と手作りのプレゼ

ントを持って訪問しました｡

おじいちゃん､ おばあちゃんに見てもらおうと､

歌・体操・劇の練習をたくさんして､ 当日も ｢大き

な声で！｣ ｢元気よく！｣ と､ 気合を入れて出発し

ました｡

今年で交流会は３年目になり､ 顔見知りのおじい

ちゃん､ おばあちゃんもいらっしゃったので､ リラッ

クスできると思いましたが､ 今回は今までで一番多

勢の人がおられたせいか､ 子ども達は借りてきた猫

のようにおとなしく､ 緊張の面持ち…｡

でも､ そのうち､ ｢僕達の出番まだぁ？｣ という

声が出始め､ ステージに上がると､ 自信に満ちた顔

で歌い､ 踊り､ お芝居をし､ 水を得た魚のよう♪

たくさんの拍手を頂きました｡

おじいちゃん､ おばあちゃんにプレゼントを渡す

と､ 手作りのエプロンをお返しに頂き､ お菓子とジュー

スのおみやげまで持たせてもらって､ 大満足の笑顔

で帰りました｡

おじいちゃん､ おばあちゃん､ ありがとうござい

ました｡ どうぞ長生きしてね！
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10月８日 (水) から､ ｢重症心身障害児(者)デイケ

ア｣ が始まりました｡ 愛称は 『にじ』｡ 利用者・保護

者の方々から応募していただいた案の中から決まりま

した｡ 在宅と入所の架け橋に､ という願いがこめられ

ています｡

開始当日には､ 院長を始め病院幹部も出席し､ 利用

者の保護者さん曰く ｢こじんまりと､ でも盛大に!｣

開園式が行われました｡ 院長挨拶､ 齋田小児科医長・

細田家族会会長のメッセージ､ 記念品の贈呈､ スタッ

フの紹介､ 保護者からのメッセージとすすみ､ 開園式

のメイン(?)のくす玉割りが行われました｡ このくす

玉は､ 前日に東１病棟の福井看護師長が精魂込めて作

り上げたものです｡ 利用者２名が勢いよく紐を引っ張

ると､ 見事に ｢祝開園…｣ の文字と紙吹雪が会場に広

がり (…の予定でしたがうまく開かず､ 最終的には手

でこじ開けました｡ これもご愛嬌)､ 雰囲気は最高潮

に｡ 出席者全員で ｢believe｣ を合唱し､ 開園を祝い

ました｡

デイケアでは､ 在宅の重症心身障害児(者)の方を対

象に､ 必要な医療と共に､ 発達についての相談やリハ

ビリ､ 療育活動など､ 総合的なサービスを提供します｡

また､ ケアに追われて生活時間にゆとりがなくなりが

ちな重症心身障害児(者)の家庭にレクリエーション的

行事の参加の機会を提供し､ 情報提供や各種相談にも

応じます｡ 本人・家庭のニーズに対応することで地域

内での重症心身障害児(者)医療に貢献し､ より安心し

て在宅で過ごすことができるような支援体制を整備し

ていきます｡ 対象は､ 在宅重症心身障害児(者)､ 特に

医療的ケアを常に必要とするような在宅超重症児・準

超重症児とし､ 就学前児､ 加齢児､ および訪問教育を

受けている児童など幅広く受け入れていきます｡

通園日は週１回 (毎週水曜日)､ 時間は10：00～

16：00で当面２～３名程度から開始していますが､ 将

来は１回５名程度まで受け入れていく予定です｡ スタッ

フは､ 小児科医師､ 看護師､ 理学療法士､ 作業療法士､

児童指導員､ 保育士､ その他の職員で対応していきま

す｡ また､ 来年度からは言語聴覚士を採用し､ リハビ

リの充実も図る予定です｡

今後､ このデイケアの定着により､ すでに当院で行っ

ている短期入所やレスパイト入院などの受け入れも円

滑に機能すると考えます｡ また､ 当院が特に医療的ケ

アの多い障害児(者)を主としたデイケアを行うことに

より､ 他の施設において軽症の方の受け入れが広がる

と期待されています｡

念願であったデイケア｡ 今後､ 利用者と共にこの

｢にじ｣ が育っていくよう､ 期待に応えていけるよう､

齋田小児科医長を中心にスタッフ一同努力して行きた

いと思います｡
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